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[調査報告]

カリフォルニア大学オナー・プログラム調査旅行

荻原 哲 ・ 熊野 岳

Fact-Finding Site-Visit at Universities of California “ Honors Program" 

Satoshi OGIHARA and Gaku KUMANO 

We visited four campllses of the University of California to know th巴 details of honors pl・ograms being rlln by individllal 

campllses. Our fact-finding visit included lhe following mandates: first, meeting with the program coorclinators and teachers; 

second, collecting infornlation!files!documents relevant to honors program at each campus; th廿d， interviewing honor stuｭ

dents, and finally class observation of the progl羽ms. W巴 spend half-day to whole day on each campus and hereby we report 

the summaries of our fact-finding site-visit. While we were on the trip trying to see more p巴ople and collect mor巴 inforn1ation

rel巴vant to honors program , we at the same tim巴 started having an lInd巴rstanding 出at， besides th巴 details of the programs 

now running, il would be more meaningful and significant 10 know the history of the programs ﾍ..n th巴 social con絶対， and how 

th巴 quality of th巴 programs is maintained organizationally. Our most important discovery is that the high spirit of the faculty 

members, coordinators and administrative officers is the driving force for honors program at University of California. W巴 do

not think it totally possib l巴 to “ import" honors program from California. It wOllld rather be our mission to “ create" 

Japanese-adaptation of honors program that fully incorporates the social background of Japan. 

2/25(月 ) カリ フォルニア大学パーウ レイ校
h抗p :llwww.berkeley.edu/

2/26(火) カリフォルニア大学サンヲパーパラ校
h社p・IIwww.ucsb.edu/

2/27(水) カリフォルニア大学アーパイン校

http://www.uci.edu/ 
UCD~_ー 1 2/28 (木) カリ フォルニア大学リバーサイド校

hltp:llwww.ucr.edu/ 
2/29 (金) 大阪大学サンフランシスコ

教育研究センタ-
http://www.osaka-u-sf.org/ 

uc'_助.. .

UCSB 

UCR 

UCB 

UCI 

なぜオナープログラムが必要なのか?

なぜオナー プロ グラムが

カリフォルニア大学にとっ

て必要で、あったのかを知る

こ とは，大阪大学理学部が

いまオナープロ グラムを立

ち上げようとしている時に

もっとも優先度の高い調査

項目であった。 実績をもっ

カ リ フォルニア大学のオナ

ー プログ ラ ムの歴史的背 SF-Center OU 

景， 社会的背景を知る こ とで， 理学部のオナー プログラ

ムがただ単にアメリカモデルを「輸入I したものでな く，

日本において十分な意味のある教育プログラムになる可

能性が得られると考えた。二つの歴史的- 社会的要因が

浮かび上がってきた。

- 大学の大衆化

・ 大学の研究指向の強化

カリフォルニア大学のオナー プロ グラムはキャンパス
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によってプログラムの内容，創設も 40年から20年前とま

ちまちであるが，いずれの場合も上に上げたような，第

二次大戦後の先進悶で起こった出来事を発端としてい

る。大学の大衆化によって非常に多くの若者がカリフオ

ルニア大学に押し掛けた。その結果，マスプロ教育が巨

大な講義家で行われ， 方的に教員から知識を伝達され

る形式のカリキュラムが通常の形態となった。学部学生

にはほとんど研究経験が与えられない。同時並行的に研

究文学としてのカリフオルニア天学はその指向を強化

し，世界中の研究大学との織烈な競争に巻き込まれ，多

くの研究業itkを教員が求められることとなった。その結

果，学部教育の空洞化の恐れが見え始めた。教員たちは

学部教育に関心を失いがちであったからである。

このような状況の中でオナープログラムが誕生した。

マスプロ教育への学生たちの批ド1]，意識ある教員たちが

マスプロ教育のなかでは真に創造性を持った人材育成が

出来るのだろうかという懐疑心，学力底辺部の学生に照

準を合わせた授業で良いだろうかという懐疑心が誕生を

後押しした。 1960年代の学生運動が契機になっているプ

ログラムもある。

カリフォルニア大学オナープロヴラムの実態 (1 ) 

オナープログラムの概要を紹介しよう。オナー学生は

J主総によって遊ばれる。大学によってことなるがトップ

5%から 10%の学生をGPA値で3.2~3.5で選別する。教員

数の確保，予算が制限主主因となるためにプログラムに参

加できる学生数に上保をもうける必要がある。そのため

のGPA値であるが，それにしても 3.5 (UCパークレー校，

Environmental Scienc田の例)は非常に高い。しかもこの

fí[を常にキープしていないとオナープログラムにとどま

パーウレー校Mulford HallのStudent

Affairs Office'こて。左より、熊野、
Welter教授 (Executive/Associate 

Dean) 、荻原、 Johnson氏 (Assistant

Dean) 、 Kishi氏 (Program manager) 。

パーヲレ 校では、キャンパスレベル

でのオナーズプロヴラムはなく、学部

レヘ1レにとどまる。 Enviromental
Sciences学部にお邪魔した。

り続けることが出

来ないため，オナ

ープログラム初、外

の授業をおろそか

にすることはでき

ない。オナープロ

グラムはあくまで

も通常のカリキュ

ラムに付加された

ものであり，中途

半端な努力ではや

り遂げることはで

きないのである。

オナープログラム

のカリキュラムは次の三つのスキルー経験を重視する。

• Writing Skill 書く能力

• Presentation Skill 自分の考えをまとめて，人に伝

える能力

.R田earch Experience 研究体験

こういったプログラムを開始する n寺期はキャンパスに

よって異なるが整理すると次のようになる。

-一年生から|部始(学生は高校の成績で選別される)

・三年生から開始(一年生からのプログラムと述続す

るケースもある)

・周年生のみ(卒業研究，実験)

オナープログラムは少数の優秀な学生を対象にしたも

のであるが，カリキュラム面ではキャンパスによって

様々な工夫が見られた。オナープログラム用に特別な講

義を準備する場合と，そうでなく通常の講義に出席した

オナー学生に特別な宿題，課題，教員とのコンタクトア

ワーを設ける場合のご例が見られた。一年生から開始す

るものとしては， discussion sessionと呼ばれるものに参

加が認められる。これは，講義後に教員を交えた少人数

市IJの seSSlonで，講義の内容等をより深く議論する場であ

る。講義は普通，学生TAによって進められるので，教

員と直接話しができる機会は大変貴重なものである。三

年生あるいは四年生から開始するものとしては，次のよ

うな学習意欲をかき立てるようなプログラムが準備され

る。

• Project Pr叩 asal & R田earch 個別性の高いプログラ

ムを教員の指導のもとに行う

• Research Seminar オナ 学生が研究成来を発表す

るセミナー

・ Publication 研究成果を学術論文として公表する

研究提案はまず自ら作成し，自ら適切な指導教員を選

ぴ教員室のドアをノックするところから始まる。教員に

対してプロジェクトの説明，議論を行い，受け入れられ

なければ次の可能性に挑戦する。オナー研究には奨学金

をキャンパスが用意することもあるし， NSFがサポート

する場合もある。こういった一連のチャレンジをオナー

プログラムのスタッ 7が里子となって学生を励まし，時

には研究提案の書き方，教員への説明の仕方，次の可能
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性の探り方等のアドバイスをしながら支援する。研究成

果の発表会には間親，出身高校 近隣の高校の生徒，ほ

かのオナー学生が招待される。研究成果は場合によって

は学術雑誌に公表されるので，オナー学生はそれを目指

して非常に努力することになる。このようにカリフォル

ニア大学のオナープログラムは少数の優秀な学生を選別

して高度な授業を行うものではなく，むしろ注目すべき

はオナー学生にいかに窓欲を持たせるのかというメカニ

ズムである。 UCリバーサイド校ではオナープログラム

に「俊秀な学生にアイピー・リーグ体験をJ というキャ

ッチフレーズを朋いて，学生の意欲を引き出そうとして

いた。

カリフォルニア大学オナープログラムの実態 (2)

ここでオナープログラムそのものではないが，オナー

プログラムと高度な類似性を持つこつのユニークなプロ

グラムの例を総介しよう。

• CCS (College of Creative Studies) サンタハーノ〈ラ校

にある「創造的j カレッジ

• Se田or Resea四h Seminar パークレイ校Environmental

Scicnc出で凶年生対象の科学論文執筆およびプレゼ

ンテーション法コース

パーウレー校Mulford Hallの Shelly

Cole教授の部屋にて。左より、荻原、

Cole講師 (Envìromental Sciences学部

のSenior Research Seminar の講師)、
熊野。 Cole教授はオナーズブロゲラム

専任で、ワサ チプロポーザルの書き

方、実験のデザイン、結果の解釈、プ

レゼンテーションの仕方等の講義およ

び実践の指導にあたる。

UCSB一CCSは非

常にユニークな存

在である。 UCサ

ンタパーノミラ校内

に極めて少人数制

のLiberal Artsのカ

レッジを内包した

ものである。 1960

年代の学生運動を

契機に設立され

た。 Creativity とは

何なのかという学

生たちとの真撃な

討論から誕生した

と，現在担当教員をしているFoltz機教授(写真参照)か

ら河いた。 CCSが標携しているのはconsumer of knowl 

edge知の消費者でなく， producer of knowledge凱lの創造

者を育てるということである。自分の専門以外のCCSコ

ースを取るようなダブルメジャーを積極的に推進してお

り，例えば，音楽学部の学生がCCS Biologyをとってい

る例などがある。 卒業生の80%が大学院へ進学する。 I段

目すべきはCCSには専任事務職員が 3 名配霞されている

が，専任の教員はいなし、。すべてUCサンタハーパラ校

の教員が1llf給でCCSで教育活動を行う。

UCパークレイ校のCole講師(写真参照)が開詳して

いる fSenior Rcsearch SeminarJ のユニークさは何より

も卒業研究との高い迷動性にある。 UCB Environmental 

Sciencesではすべての学生が卒業研究を凶年生後期に行

う。 Cole講師のクラスは凶年生前期から始まり，一年間

週一間，言1"30間続く。前期では，身の回りにある研究対

象となりうるような問題・疑問点の見つけ方から始ま

り，その問題 疑問点を解決するための実験方法のデザ

インの仕方，情報の集め方，結果の解釈の仕方，論文と

しての執筆方法，口頭発表の仕方を講義形式で指導する。

後期では rìíj期で培った知識を生かし，実際に研究を行

い，その中で得られたデータを表現する方法を指導する。

学生たちは，自分自身で見つけ出したテーマをもとに，

自分自身で実験し，得られたデータを文章表現および口

頭表現するチャンスを与えられるため，強く学習2;‘欲を

高められることが想{雪に難くない。 Cole講師は常に学生

のアドハイザーとして相談にのっていることは言うまで

もない。

オナープログラムのキーコンセプト

オナープログラムのキーコンセプトはなんであろう?

学生にとってのメリットとはつ答えは非常に明確でごつ

ある。

• Individuality 

教員との1tm別性の高い接触

• Research Experiences 

研究経験

上述のように巨大研究大学での学部教育の空洞化によ

って，現実的に失われているものがこのこって、ある。そ

れをすべての学生に再び与えることは無理難題であると

しても，ごく一部の優秀な学生たちに「特権j として与

えよう，それも学生たちがメリットと感じられる形態で，

というのがいずれものキャンパスで進行中のオナープロ

グラムの神髄である。 Individuality個別性の高い教員と

の接触によって学生に個人的な幸稿感を与え. Creative 

Individuality創造力を養うカリキユラムを提供すること

で，社会をリードするような創造力の高い人間が養われ

ると信じている。 UCアーパイン校のオナープログラム
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アーパイン校のMcWilliams教授の研究

室 (Physics and Astronomy学部) に

て 。 (下図) オナー学生として教授の研

究を行っている学部生 (右) と指導す

るMcWilliams教授(左) 0 (上図 ) 良い
結果を出し 、ご満悦な様子の学部生。

McWilliams教授はアーパイン校でのオ

ナーズプログラムの創始者 (1988年)。

キャンパスレベルのプログラムを展開

し、自分が所属しない学部のオナーズ

プログラムをとる学生も多数存在する。

創設者であるRoger

McWilliams物理学

科教授 (写真参照)

の研究室で会っ た

オナ一学生の輝く

瞳が忘れられない

(写真参照)。 彼は

教授の研究室に自

分専用の実験ベン

チを与えられ，

嬉々として実験に

いそしみ教授との

テ'イスカッション

を楽しんでいる 。

このような体験が

いかに大きな影響

をオナ一学生に学

部時代から与える

のか， 火を見るよ

り も明らかであ

る 。

オナー学生にと ってのメリ ッ トは?

オナ一学生にとってのメリッ ト を具体的に述べよう 。

オナ一学生として承認されると次のような「特権J ~ メ

リットを大学から正式に与えられる。

明証

• Certificat巳 for Honor Student オナー学生としての証

• Dil・巴ct contact with professors 教員との個別的なコ ン

タクトの権利

• Better recommendation 1巴tters コンタクトのある教

員からの非常に良い推薦書

・ "LlFE ON CAMPUS" キャンパス内の学生寮への優

先的な権利

• Community of honor students オナー学生のコミユニ

ティーへ参加

・ Prior regisrration 通常の学生よりも先んじての履修

科目登録

• Access to Study Center オナ一学生だけがアクセス

できるセンタ ー

• Special lounges only for honor students オナー学生専

用の学生スペース

• Academic Advisor 履修上の相談にのる教員を配置

・ lnvitation to sp巴cia l seminars オナ一学生だけが招待

される特別なセミナー

• Eligibility to Special Projects プロ ジェ クトへの申請

の権利

• Others その他

ナ
ば
特
が
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見
限
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る
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選
に
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一
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刊
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ラ
左
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。
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生

パ
生
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ン
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サ
も
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ことが出来る 。 オ

ナー学生は教員との個別的なコンタクトが許されるとい

う特権を持つ。 それによって学生は ( 1 ) 教員が名前を

顔を覚えてくれる (2) 必要が生じたときにに非常によ

い推薦状を書いてもらえる (3) 従って総合的に将来の

成功が保証される，という 可能性を手に入れる。 学生寮

へ優先的に居住を許されることで，“Life on campus" が

成立する 。 Life on campus は図書館， 食堂などキャンパ

ス内のさまざまなフ ァ シリティーの利用が他の学生よ り

も効率的に可能に

なる 。 重要なのは

オナー学生たちで

作る一種のエリ ー

トコミュニティで

ある 。 コ ミ ュニテ

部屋の中にいたオナー学生。 こ の部屋

で犠々な刺激を受け 、 有意義な学生生

活を送っている 。

アーパイン校のオナー学生のみが利用

できる部屋。 中にはコンビュ ー 夕、 書

物等が備わった広いスペースがある。

ィ内では上級生か

らの学生 聞 の指

導， 同学年間の情

報交換が主に電子

メ ールを使って行

われている 。 電子

メールのアド レス

はオナー学生相互

だけに公開されて

いる 。 コミュニテ

イ ーはエリ ー ト集

団への帰属意識が

良い循環を作っ て
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勉学の意欲を高める 。 オナ ー学生だけが入室を許可され

たラウンジがある(写真参照 ; UCア ーパイン校) 。 中 に

は大学からの様々 な情報， 海外の情報，イ ンタ ー ネッ ト

へのアクセスのためのファシ リ ティーがあり ， 広いスペ

ースの中にゆったりとしたデスク配置， ソファなどがオ

ナー学生たちの 「選民意識」 を刺激する装置として上手

に機能している印象を持った。 訪問時にラウンジにいた

学生は二人ともアジア系の女性であった。 堪能な英語，

極めて高いコミュニケーション能力を身につけて，日本

からの訪問者である我々教員にも物怖じせずにのびのび

とした感性を現していた。 オナ一学生は大学が主催する

高度な内容のセミナーに招待される。 セミナーはオナー

学生のためだけに企画されたものもあれば，大学院生，

教員むけに企画されたものにも招待される。 そ こでアカ

デミックな雰囲気に十分ひたることができる。 オナー学

生だけが申請可能な特別な予算申請も準備されている

(上記参照) 。

ケーススタディ (1 ) 

サンタパーパラ校のキャンパス内のカ

フェにて。 左よりオナー学生のDustin

M ay氏、熊野。 May氏は最上級生で、

下級生の面倒を見るア ドバイザーも兼

ねる。 オナー学生としての誇りを持つ。

以上の内容を具

体的に語ってく れ

たのが我々がイン

タビュ ー した

Dustin May氏で‘あ

る(写真参照 ) 。

UCサンタノT ーノ〈

ラ校の Pol i t i c al

Sc i e n ce専攻の 3

年生である 。 我々

とオナー プログラ

ム管理等でプロ グ

ラム責任者に紹介されてすぐに，我々 をキャンパス内に

ある 日 のさんさんと降り注ぐカフェへ誘ってくれた。 そ

こでインタビュー を行うことになった。 May氏は実にの

びのびとした人格で， オナ ー学生としての自尊心を忌a障

な く 表現 し，我々の質問に答えてくれた。 上記にある

「特別プロジェクト 」 の枠を使って， 近い将来モスクワ

に研修に行く期待を 目 を輝かしながら語ってくれた。

May氏の イ ンタビューを通じて感じたことは ， オナープ

ロ グラ ムに設えられた学生に意欲を与える仕組みは，単

独であれば特別に価値の高いものでないが，仕組みの中

にあるプログラ ムが実に上手に互いに作用し合って，全

体としてオナー学生の意欲を高めてい く 全体装置として

機能 し，高度な も のがデザインされているという こ とで

ある 。 こ れはともすれば散逸的になりがちな 日本の大学

での教育プログラムとの好対照をなしている。全体装置

の成立を何が可能にしているのかということは，我々が

各キャンパスでのインタビ、ユ ーに際して考え始める こ と

になった重要な問いであるが， いかに書くことにその答

えの一部が見える 。

教員にとってのオナープログラムの意義

オナーフ。ログラ

ムの現実をオナー

学生の側にたっ て

述べてきたが， オ

ナープログラ ムが

教員にとってどの

ように理解されて

いるのか， オナ ー

プログラムが教員

にとってどのよう

にやりがいのある

教育プロ グラムで

あるのかについて

述べたい。 上述の

サンタバーパラ校Letters and Science 
建物内にて 。 左より、荻原、 Ma ry

Nisbet教養学部副学科長、 熊野。 彼女

はは、現在は事務員であるが、 元 (;t.大

学の教埋で教えていた 。 Letters and 

Science のオナースプログラムに参加す
る教員は皆ボランティアで、彼女はそ

の精神について話してくれた。

よう にオナープログラムは巨大化したマスプロ教育大学

が，さらに研究大学として発展していくと き に抱え込ん

だ問題を克服する教育装置として考案されたものである

が， メリッ ト は学生の立場からすると明確なようにデザ

インされている。 しかし学生にとってのメリッ卜を与え

るというだけでは，巨大研究指向大学(阪大もその一つ

であろう ) に所属する教員が教育と研究上のミッション

を同時に抱えながら ， それ以上の努力をオナープロ グラ

ムに注ぎ込むとは到底思えなかった。 我々がそのような

疑問を漠然と感じていたときにUCサンタパーパラ校の

オナープログラ ムの責任者であるMary Nisbet教養学部副

学科長 (写真参照)が明確な答えを与えてくれた。 オナ

ープログラ ム は教員にとってもやりがいのある ， 手応え

のある教育プログラムなのである 。 以下のポイントは

Nisbet副学科長が語ってくれたことである 。

• Can avoid too general topics あ ま りにも普通すぎる

講義内容でなく ， 多少専門的だ、ったり ，自分の話し

たい内容を話すことができる

• Can meet wi出 brighter students 優秀な学生にクラス

で出会うことができる

• Can know students better 一人一人の学生をより良
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く知ることが出来る

• Can get 問search outputs by undergrads without salary! 

オナー学生の成果は院生へなら支払うべき給料なし

に{与ることカずできる

• Can share a feeling of voluntariness 折!し付けられた

ものでなく自分が望んで参加しているという教育の

自発性を自分の意志の中に確認できる

100人から500人，場合によっては1000人もの大教室で

の講義は，教員にとっても精神的，肉体的に大きな負担

である。少人数のオナープログラムの平|白では，大人数

の講義と違ってよりフォーカスの合ったトピックを提供

できる。自分の専門の内容に近いトピック，または自分

が興味を持っている分野の内容を話すことが出来る。ま

たオナープログラムの講義では， トップ 5 -10%の優秀

な学生に出会うことが出来る。これは教員として知的な

喜びを得る良いチャンスであろう。少人数のクラスでは

学生の顔と名前が一致する。仕事だからといってアノニ

マス無名の人たちに対して講義することの辛さに比べ

て，少人数のクラスで学生一人一人を人として知ること

が出来る機会を与えられるのは教員としての喜びにつな

がることは想像に難くない。こういった講義室での報わ

れた気J寺ちに加え，オナープログラムは教員にとって研

究上の発展につながる機会を与えてくれる。研究上の成

果は通常大学院生レベルにならないと得られないもので

あるが，優秀な学生集団であるオナー学生が本気になっ

て研究室のなかで研究活動に参加してくれることで，上

述の“Publication" に加えて研究上の成果があがること

がある。院生であれば給ïëーを自分の科学研究助成授から

捻出しなければならないが，オナー学生には給料を教員

が支払う必要はない。成果を得る確率がどれほどのこと

か，という議論ではなく，オナープログラムにこういっ

た可能性を内在していることによって教員への動機づけ

が成功している。実際に，前述のアーバイン校のRogel

は，立ち上げ期にオナープログラムを丘、く教員に受け入

れてもらうために，この動機づけを利用し成功を収めた。

またオナープログラムへの参画は訪問したカリフォルニ

ア大学のなかではucリバーサイド校を除いてすべて未

報間11。オナー学生の面倒を見ても，オナープログラムの

講義を担当しても給料が増える訳ではない。それでもそ

こに参闘している自分の動機を考えたときに，多くのオ

ナー担当教員と同じように，自発的な気持ちからオナー

プログラムに時間を使っているある種の喜びを教員たち

が見いだす。その自発性と潔さがアメリカ社会を背景、と

して実に高度に機能している。

オナー職員のパワー

オナー 7。ログラ

ムを語力かしている

教員と事務職員の

熱意と生11性には庄

倒された。 Regina

FletcherJ:\;はucサ

ンタパーハラ校の

サン世パーパラ校にて。左より、 Fletcher オナープログラム
氏 (Honors Program Coordinator) 、 のコーデイネータ
荻原。

である。彼女をは

じめとしてオナープログラムのオフィスでは実に生き生

きとした人たちが忙しそうに働いている。高度な能力を

身につけた集団であり，かなりの割合で学位Ph.D を持

っている人たちである。そういった人たちをオナープロ

グラムに集めること古可:1:\来ているために，オナープログ

ラムが成功しているのであるが，秘訣は非常に単純明快

である。オナープログラム(に限らないが)で働く，特

に事務職員は非常な高給取りである。明確な数字は把握

していないが，教授と同額の年収がある。このように述

べると上述の自発性voluntarîness と相容れない現状と考

えられるかもしれないが，人聞はそう簡単な存在ではな

い。 i~J貧という日本の美とは異なったプラグマテイズム

がオナープログラムをドライブしているのを垣間みた。

オナープログラムはまたそれをデザインし運用してい

く教員にとってももう一つのキャリアになりうる。教員

は本来，阪大でもそうであるように研究者，教育者とし

て雇用されているが，今回のオナープログラム調査旅行

で出会った教員の中には，非常に複雑な決断のもとにオ

ナープログラム企画側への参画をしている人がいた。す

べての人とこういったことを詳らかに話し合った訳でな

いが，本来研究者である教員が，自分の勤務H者間のほぼ

すべてを使ってオナープログラムの運営にあずかってい

る。当然のことながらそういった人聞は高学肢であり学

位を持っているクオリファイされた人々が積極的にオナ

ープログラム遂官;に専任職員として配置されていること

を知って，アメリカの大学が持つ大学に対するイメージ，

使命感の壊の深さを感じた。研究に没頭する教員が片手

間に動かすことが出来る教育プログラムではないかもし

れない。



カリフ ォ ルニア大学オナー ・ プログラム調査旅行

ケーススタディ (2)

オナープログラムの実態を綴ってきたが，オナープロ

グラムを遠景として観察したときにどのような意味が浮

かひf上がってくるのか。 それを知りたくて二人のアメリ

カ人をイ ンタビューした。 二人とも学部学生ではなく ，

オナープロ グラムと関わりつつも大学，大学院を卒業後

に現在の職に就いている。一人はKourakis博士で、あり ，

もう一人はSundbe rg博士である (それぞれ写真参照)。

Kourakis博士は熊野の知人， Sundberg博士は荻原の数十

年来の友人である。 この二人のオナー プログラムとの関

わり合いとその後のキャリアトラックの好対照を，以下

に述べることによってオナープログラムの意味を別な角

度から浮かび上がらせたい。

Kourakis博士はシカゴ大

学の卒業生であり，現在

はucサンタパーパラ校の

生物系の研究室でポスド

クとして{動いている 。 彼

はシカゴ大学時代にオナ

一学生であ っ た 。 シカゴ

大学のオナープログラム

を履修して ， 学部時代に

研究経験を持った 。

Kou raki s博士に尋ねてみ

た 。 もしもシカゴ大学時

代にオナー学生として研

究経験を持っていなかっ

たとしたら，今はどんな

職業に就いているだろうか?彼の回答は明快である 。 も

サンタバーバラ校のある研究

室内にて。 左より、 Kourakis

博士(シカゴ大のオナー学生

で、現在は発生生物学を専攻

するポスドク ) 、熊野。 オナ

ーズ学生にな っ たおかげで、

現在研究をやっていると話す。
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サンフ ラ ンシスコ市内のあるレストラ

ンにて。 左より 、 荻原、 Sundberg博士

(パークレーヰ査に行くもオナーズプログ

ラムはとらず)、 Diana Sundberg氏
(Sundberg博士の奥様)。 博士は専門性

の高いオナースプロクラムを嫌い、数

えて幅広い様々な分野の授業を取り、

現在の仕事に生かす。

も捨てさせて研究

人生を選び取った

Kourakis博士の今

を生み出している 。

一方のSundberg博
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士はKourakist専士とは実にコントラストの強い人生を歩

んだ。 Sundberg博士はucパークレイ校物理学科 (学

部) ・ 生物物理専攻 (大学院) の卒業生である。 大学院

卒業後にポスドクとして生命系大学で、働いたときに荻原

と知り合った。 数年間のポスドク期間を経て ， その後，

バイオ系ベンチャーピジネス業界に入っ ていく 。 そこで

大きな成功を納めて， 現在は大企業の生物部門のコンサ

ルタント業をしている 。 仕事はアメリカ囲内に限らず，

カナダ，ヨーロッパ，ロシアにまで拡大してる 。

Kouraki s博士への質問と同様にSundberg博士に尋ねてみ

た。 今の彼のパワ ーの源を作ったのは何なのか?彼の答

えも同じく明快である 。 彼はucパー クレイ校の大学時

代 (物理) にオナープログラムの存在は知っていたがあ

えてそこに参加しなかった。 理由は大学院時代に物理か

ら生物物理へ専攻を変えることで明快になる。 大学院時

代には物理学以外にも細胞生物学をはじめとして生物

系，化学系の講義を多く履修した。 学部時代からの一環

した思いは物理学から生物学に関連した分野を広く学び

たかった。 Sundberg博士は自分の今の成功がこのように

広い分野を学生時代に学んだことがもたらしていると思

っている。 彼の考え方では，オナープログラムとはある

特定の専門分野に学生をフォ ー カスさせるには良いが，

一方で逆の希望を持った学生には，如何に彼 ・ 彼女が優

秀であったとしても適切なものではないと Sundberg博士

は考える 。

Kourak is博士と Sundberg博士の教育とその後のキャリ

アを考える上でオナープログラムがどのように作用して

いたのだろうか? Sundberg博士がオナー学生でなくむし

ろ広い分野を学んだという経験が現在の彼のビジネス上

の成功につながっている 。 彼のジピネスは実に

Interdisc iplinaryであり ， 物理学でもなければ生物学でも

ない基礎の上に成り立っている 。 一方のKourakis博士は

オナー学生としての経験が現在の研究者としてのキャリ

アのトリガーとなっていることは明白である。

日本の大学への教訓

カ リ フォルニア大学のオナープロ グラム調査を終え

て，帰国使のなかでひたすら考えたのは日本の大学への

教訓である 。 カリフォルニア大学のオナープログラムを

そっくりそのまま日本に「輸入」出来るのか，出来ない

とすればその理由は， 出来ないとすればどのような 日本

モデルを作り出さなければならないのか。

オナープログラムはアメリカ文化， アメリカの伝統，

アメリカ人の思想とまるで組み木細工のように実に精綴
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出会った偉大な人。アーパイン校のキ

ャンパス内にて。左より、荻原、

McWiI1 iams教授(前述)、熊野。

に組み合わされデ

ザインされ運用さ

れ，そして成功し

ている。ボランテ。

イア精神がオナー

プログラムを支え

ている。オナープ

ログラムは学生の

自発的な気持ちを

引き出すよう実に

戦略的にデザインされている。オナープログラムの中舷

にはキーパーソンがいる。教員と事務職員のコミァトメ

ントとパワー。 UCIのRoger McWilliams教授， UCSBの

Kathy Fo批准教授， Mary Nisbet副学手|長の茄1Iく誇りに満

ちた表情は忘れがたく，同じ大学というシステムの中で

働く人間として，このように充実した殺かな人生を歩ん

でいる人間を目撃して感動し刺激を受け，そしてみずか

らの誇りを確認した。オナープログラム教員のボランテ

イア精神と学生の自発性はそれぞれの人生にすける窓味

付けこそ違い，長い時間のなかでは同じ概念を意味して

いる。オナープログラムはそれを再生産するシステムを

出会った偉大な人。サン世バーパラ校

のキャンパス内にて。左より、熊野、

Foltz准教授、荻原。 Foltz准教授は

Letters and Science のオナーズ7'口ヴ

ラムに参加するのと潤時に、 Biology学

部独自のCollege of Creative Studies 

(CCS)プロゲラムにも参加。 CCSは、
将来的に新しい知を創造する人材を育

てることに特化したコ スで、他の専

攻(例えば音楽)からの学生も受け入

れる。

内包することで，

巨大で力強いエン

ジンを積んだスポ

ーツカーのように

息切れせずに長距

離を走り続けるこ

とカ宝出井Eる。

くこの報告は，文部科学省の委託業務H19年度「理数学

生応援プロジェクト『理数オナープログラムー飛躍知の

苗床育成を目指して-jJ の研究成果の一部である. ) 

(おぎはら さとし くまのがく 理学研究科)




